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この募集要項は、令和８（２０２６）年４月入学博士後期課程に関する５つの入学試験のうちの○印に該当

します。 

入 学 試 験 の 名 称 

令和８（２０２６）年度博士後期課程（一般選抜・夏季） 

○ 令和８（２０２６）年度博士後期課程（一般選抜・冬季） 

令和８（２０２６）年度博士後期課程（外国人留学生対象特別選抜・夏季） 

令和８（２０２６）年度博士後期課程（外国人留学生対象特別選抜・１２月） 

令和８（２０２６）年度博士後期課程（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ英語特別コース） 
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  【注意事項】 
 
   出願者は、書類提出前に、志望する専攻の受入予定教員（あるいは専攻長）に 

入学後の研究計画等について必ず連絡をとってください。 
   その際、TOEIC 等を受験していない等の理由により、成績の提出ができない方 

は、必ずその旨申し出てください。 
   なお、情報基礎数学専攻は、TOEICの成績提出は不要です。 

 
 教員連絡先は情報科学研究科ホームページで調べてください。 
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１． 情報科学研究科の入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

情報科学技術は、シャノンの情報理論に始まり、その後ハードウェア、ソフトウェア、コンテンツへとその対

象領域を拡大させ、さらにそれらを体系化することで抽象的で再利用可能な知識となり、独自の学問体系が構築

されてきました。さらに、データから価値を見出し、知識を生み、そして知能へと進化を続けています。情報科

学研究科では、情報科学の根幹はもちろん、生命科学・数学・数理科学などの情報科学の基盤となる分野や技術

開発において優れた研究実績を生みだしています。これらを本研究科のもつシーズとしてさらに強化し、関連分

野の発展を支え、研究成果を社会に還元することで、「地域に生き世界に伸びる」国際研究開発拠点を目指しま

す。 

このような理念に従い、本研究科は大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、以下のようにアドミッシ

ョン・ポリシーを定めます。 

 

＜博士前期課程＞ 

【求める人材像】 

国内外を問わず、高度な情報社会の実現を可能にする情報科学技術の確立と深化を担う意欲を持った学生

を求めます。このため、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの

応用や展開に興味を持つ人を求めます。さらに、幅広い人材を求めていることから、生命科学・数学・数理科

学などの勉学や研究に取り組む意欲がある人、すべての学術領域と関わり合うことから、情報科学技術以外の

分野を学んできた人も求めます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を求めます。 

【入学者選抜の基本方針】 

 上記のような人材を受入れ、また多様な学生を確保するため、本研究科は一般選抜、社会人特別選抜、推薦

入学特別選抜、学部３年次学生を対象とする特別選抜、外国人留学生対象特別選抜、インフォメーションテク

ノロジー英語特別コース入学者選抜（４月入学及び１０月入学）を行います。 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

 一般選抜では、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や

展開に興味を持つ人等を筆記試験及び口頭試問等によって選抜します。 

社会人特別選抜では、社会人で数学の勉学や研究に取り組む意欲がある人を口頭試問等によって選抜しま

す。 

推薦入学特別選抜では、情報科学技術以外の分野を学んできた人を口頭試問等によって選抜します。 

学部３年次学生を対象とする特別選抜では、学部３年次学生を対象に筆記試験及び口頭試問等によって選

抜します。 

外国人留学生対象特別選抜やインフォメーションテクノロジー英語特別コース入学者選抜（４月入学及び

１０月入学）では、海外から秀でた人を筆記試験や口頭試問等によって選抜します。 

 

＜博士後期課程＞ 

【求める人材像】 

国内外を問わず、より高度な情報社会の実現のため、情報科学技術の確立と深化の上に情報科学の学術領域

にイノベーションを創起する意欲を持った学生を求めます。理工系などの研究科(博士前期課程・修士課程)で

情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や展開に興味を持つ人、情報科学の

学術領域への貢献を強く願っている人、さらに幅広い人材を求めるために、生命科学・数学・数理科学などの

情報科学以外の研究科等に在籍する人も受け入れます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を求

めます。 

【入学者選抜の基本方針】 

 上記のような人材を受入れ、また多様な学生を確保するため、本研究科は一般選抜（４月入学及び１０月入

学）、外国人留学生対象特別選抜（４月入学及び１０月入学）、インフォメーションテクノロジー英語特別コー

ス入学者選抜（４月入学及び１０月入学）を行います。 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 
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 一般選抜（４月入学及び１０月入学）では、理工系などの研究科(博士前期課程・修士課程)で情報科学技術

を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や展開に興味を持つ人、情報科学の学術領域への

貢献を強く願っている人、情報科学以外の研究科等に在籍する人等を口頭試問と必要に応じた筆記試験等に

よって選抜します。 

外国人留学生対象特別選抜（４月入学及び１０月入学）やインフォメーションテクノロジー英語特別コース

入学者選抜（４月入学及び１０月入学）では、海外から秀でた人を口頭試問と必要に応じた筆記試験等によっ

て選抜します。 

 

２．専攻別募集人員 

専    攻    名 募集人員 

情報基礎数学専攻 ５ 

情報数理学専攻 

若干名 

コンピュータサイエンス専攻 

情報システム工学専攻 

情報ネットワーク学専攻 

マルチメディア工学専攻 

バイオ情報工学専攻 

 

３．出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者とします。 

（１）  修士の学位又は専門職学位（学校教育法第１０４条第１項の規定に基づき学位規則（昭和２８年文部   

省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下各号において同じ。）を有する者及び令和   

８年３月３１日までに取得見込みの者 

（２）  外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月３１日ま 

でに学位取得見込みの者 

（３）  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学位に 

相当する学位を授与された者及び令和８年３月３１日までに授与される見込みの者 

（４）  我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け 

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は専門 

職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月３１日までに授与される見込みの者 

（５）  国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月３１日ま 

でに授与される見込みの者  

（６）  外国の学校、（４）の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準    

第１６条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学 

力があると認められた者 

（７）  文部科学大臣の指定した者（平成元年９月１日文部省告示第１１８号） 

      大学を卒業し、又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後、大学、研究所等にお 

いて２年以上研究に従事した者で、本研究科において、当該研究の成果等により修士の学位を有する者 

と同等以上の学力があると認めた者  

（８）  短期大学、高等専門学校、各種学校等の卒業者やその他の教育施設の修了者で、令和８年３月３１日ま

でに２４歳に達する者で、かつ本研究科において実施する個別の出願資格審査により修士又は専門職学位

を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

 

４．出願方法 

（１）  １専攻のみを選んでください。 

（２）  志望する専攻の受入予定教員（あるいは専攻長）に、必ず連絡を取ってください。 
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  その際、TOEIC 等を受験していない等の理由により、成績の提出ができない者は、必ずその旨申し 

出てください。 

連絡先は、情報科学研究科のホームページ（トップページ/研究者紹介）で確認してください。 

 

５．出願資格審査 

前記３．出願資格（７）～（８）により出願しようとする者は、事前に出願資格審査を受ける必要があり

ます。出願資格を認められた者のみが願書を提出できます。申請書類は郵送してください。簡易書留郵便を

利用し、申請書類等を一括して封筒（角形２号（３３×２４ｃｍ）） に入れ、提出期間内に必着するように

郵送してください。 

封筒の表に 「博士後期課程（一般選抜・冬季）出願資格審査申請」 と朱書きしてください。 

提出期間 令和７年１１月１７日（月）～ １１月２１日（金） 

申請書類 出願に要する書類等一覧に記載の  No.１～No.３  

提 出 先 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１番５号 

大阪大学大学院情報科学研究科 大学院係 

 

但し、やむを得ず持参する場合は、封筒（角形２号（３３×２４㎝））に入れ、次の期間内に大学院係へ 

提出してください。 

令和７年１１月１９日（水） 

～ １１月２１日（金） 

９：００～１１：３０、 

１３：００～１６：００ 

なお、出願資格審査の結果は、令和７年１２月２日(火)に郵送します。届かない場合は、出願期間に間

に合うように大学院係へ問い合わせてください。 

 

６． 出願手続 

入学志願者は、事前に、受入予定教員（あるいは専攻長）に連絡をとり確認印をもらったうえで、下記

要領で出願してください。出願書類は郵送してください。簡易書留郵便を利用し、出願書類等を一括して

封筒（角形２号（３３×２４ｃｍ））に入れ、出願期間内に必着するように郵送してください。  

封筒表に「博士後期課程（一般選抜・冬季）」と朱書きしてください。  

出願期間 令和８年１月５日（月）～１月９日（金） 

 

出願書類 

出願資格（１）～（６） 出願に要する書類等一覧の No.４～１６ 

出願資格（７）～（８）で 

出願資格審査に合格した者 

出願に要する書類等一覧の  No.４～６、 

及びNo.１１～１６ 

提 出 先 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１番５号 

大阪大学大学院情報科学研究科 大学院係 

但し、やむを得ず持参する場合は、封筒（角形２号（３３×２４㎝））に入れ、次の期間内に大学院係 

に提出してください。 

令和８年１月７日（水）～ １月９日（金） 
９：００～１１：３０、 

１３：００～１６：００ 

なお、受験票は、令和８年１月１６日（金）に郵送します。１月２１日（水）までに届かない場合は、大

学院係まで連絡してください。 

 

７． 検定料 

     ３０,０００ 円 

検定料納入システムを利用し、クレジットカード、コンビニエンスストア、Pay-easy利用の銀行決済等によ

り検定料を納入してください。詳細は本研究科ホームページ（トップページ/受験生の方へ/入試情報/令和８
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年度 （2026年度）学生募集要項）に掲載の「入学検定料支払いの流れ」を参照してください。 

 

（１）  令和８年３月に本学大学院博士前期（修士）課程修了後、引き続き博士後期課程に入学を志願する者

は、検定料は不要です。 

（２）  国費外国人留学生［日本政府（文部科学省）から奨学金の支給決定通知を受けた、又は既に支給されて

いる留学生］として出願する場合は、支払いは不要です。 

（３） 日本国内で大規模災害により被災した志願者に対し、検定料免除の特別措置を講じます。 

詳細は本研究科ホームページ（トップページ/受験生の方へ/入試情報/入試に関する情報）に掲載の

「大阪大学入学者選抜における検定料免除について」を参照してください。 

検定料免除を申請する場合は、検定料を払い込まず検定料免除申請書等必要書類を提出してください。 

 

８． 選抜方法 

（１）  入学者の選抜は、口頭試問、修士論文、出身(在籍)大学院（大学）の学業成績等を総合して行います。 

（２）  必要と認めた場合は、筆記試験を行います。筆記試験の内容は、受験票送付時に各出願者に別途通知し 

ます。 

（３） 口頭試問を遠隔（オンライン）で実施する場合があります。詳細は、受験票送付時に各出願者に別途通

知します。 

（４）  TOEIC 等の成績も参考にします。出願時に提出した場合でも、試験日の再提出を認めます。写しは不

可です。但し、TOEIC 等の成績が提出できない場合は、口頭試問中に英語能力を確認することがありま

す。 

 

試 験 日 時 間 科  目  等 

令和８年１月２６日（月）～２月６日（金）

のうち専攻が指定する日 

９：００～ 

１７：００ 

筆記試験 （必要と認める場合） 

口頭試問 

 （注）試験実施日時及び実施場所等の詳細は、受験票送付時に通知します。 

  

９． 合格者発表 

  令和８年２月２０日（金）午後２時から、吹田地区の情報科学研究科Ａ棟内１階掲示板において受験番号で

発表のうえ、合否通知書を郵送します。 

なお、電話・メール等による合否の問い合わせには応じません。 

 

１０． 入学時に必要な経費 

    入学料 …… ２８２，０００円 

    授業料 …… ５３５，８００円 (年額) 

           入学後、半期分(２６７，９００円)ずつ口座振替により納入することとなります。 

 

（１）  入学料、授業料の額は、令和７年４月現在のものです。これらは改定することがあります。令和８年

度の必要経費は、入学手続き時までに別途お知らせします。 

（２）  令和８年３月に本学大学院博士前期（修士）課程を修了し、引き続き博士後期課程に入学する者は、

入学料は不要です。 

（３）  入学後、国費外国人留学生として在学する場合には、入学料、授業料は不要です。 

（４）  在学中に授業料の改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用されます。 
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１１．優秀な私費外国人留学生に対する授業料免除制度（特待留学生授業料免除制度）について 

大阪大学では、研究力の強化と留学生の受入増進のために大学院入学試験において極めて優秀であると認

められる私費外国人留学生に対する授業料免除制度（特待留学生授業料免除制度）を実施しています。 

この入試は特待留学生授業料免除制度の対象となっています。本入試に合格した上で、極めて優秀と認め

られた留学生は本制度による授業料免除の候補者となります。詳細は対象者あてに連絡します。 

 

１２.  個人情報の取扱い 

（１）   出願時に提出された氏名、住所、その他の個人情報は、「入学者選抜（出願処理、選抜試験実施）」、「合

格者発表」及び「入学手続」等の入試業務を行うために利用します。 

     なお、合格者の個人情報は合格発表日以降、入学後に履修可能な教育プログラムを案内するために利用

することがあります。また、入学者の個人情報は、「教務関係（学籍管理、修学指導）」、「学生支援関係

（健康管理、授業料免除・奨学金申請、就職支援等）」及び「授業料収納に関する業務」を行うためにも

利用します。 

（２）   入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入試結果の集計・分析及び入学者選抜方法の調査・研 

究のために利用します。 

（３）   上記の業務を行うにあたり、一部の業務を外部の業者に委託する場合があります。 

この場合、外部の事業者と個人情報の取扱いが適切に行われるよう契約を結んだ上で、当該事業者に対 

して、提出していただいた個人情報の全部または、一部を提供します。 

 

１３．安全保障輸出管理について 

本学では「外国為替及び外国貿易法」に基づき「大阪大学安全保障輸出管理規程」を定めて貨物の輸出、技

術の提供（人の受入を含む）について厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は、合格しても入学が認められない場合や、希望する教育が受けられない又は研究

が実施できない等の制限がかかる場合がありますのでご留意ください。詳細については、ウェブサイトを参照

してください。 

（日本語）https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/secur_exp/outline 

（英語）https://www.osaka-u.ac.jp/en/research/secur_exp/outline 

 
１４． 注意事項 

（１）   障がい等のある者で、受験及び修学に際して特別な配慮を希望する者は、原則として、令和７年１１月

２１日（金）までに大学院係へ連絡してください。 

（２）   出願書類に不備がある場合は、原則として受理しません。 

（３）   出願手続後は、いかなる事情があっても願書記載事項の変更は認めません。 

（４）   入学手続は、令和８年３月５日（木）～３月６日（金）に行います。 詳細は、合格者に対し後日通知

します。 

（５）   令和８年３月３１日までに入学資格（大阪大学大学院学則第２３条参照）を満たさない者は、入学許可

を取り消します。また、出願事項に虚偽の記載をした者は、入学決定後であっても入学許可を取り消すこ

とがあります。 

（６）   振り込まれた検定料は、次の場合を除き返還しません。   

①  出願したが、受験資格がなかった場合   

        ② 出願書類受付期間終了後に出願書類が到着したため、受理されなかった場合 

        ③ 出願書類に不備があり、受理されなかった場合 

        ④ 検定料を払い込んだが、出願しなかった場合 

        ⑤ 検定料を、誤って二重に振り込んだ場合 

⑥ その他、大学が返還を認めた場合 

上記の場合は、返還請求を行ってください。返還請求の方法は、本研究科大学院係までお問い合わせく

ださい。                                                                       
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（７）  不測の事態に伴う入学試験実施への影響と対応は、必要に応じて本研究科ホームページに掲載しますの

で、必ず確認してください。 

（８）  本研究科の博士後期課程の入学試験は、当該入学試験の他「一般選抜・夏季」「外国人留学生特別選抜・

夏季」「外国人留学生特別選抜（１２月）」「インフォメーションテクノロジー英語特別コース」があります。 

（９） 不測の事態（自然災害や感染症の全国的な拡大等）により、本募集要項記載の内容から変更することがあ

ります。最新の情報は、本研究科ホームページにて適宜確認してください。 

 

 

 

 

 令和７年９月 

                                          

 《問い合わせ先》 

大阪大学大学院情報科学研究科 大学院係  

〒560-0871 大阪府吹田市山田丘１番５号 

電話 06-6879-4508・4509 （直通）  

E-mail jyouhou-daigakuin@office.osaka-u.ac.jp 

情報科学研究科ホームページ 

URL: https://www.ist.osaka-u.ac.jp/ 
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出願に要する書類等一覧  

（注意事項１）記入の際、消すことができる筆記具（例：鉛筆、消すことができるボールペン等）は使用しない

でください。 

（注意事項２）日本語・英語以外の証明書、文書、資料等については、日本語又は英語訳を添付してください。 

 

● 出願資格審査の必要書類 

№ 書  類 内         容 

１ 出願資格審査書 （履歴） 所定の用紙に必要事項を記入してください。 

２ 出願資格審査書 （研究業

績） 

所定の用紙に必要事項を記入してください。 

３ 成績証明書 最終学歴の成績証明書、又はこれに準ずるもので、出身学校が証明したもの。 

 

● 出願時の必要書類 

４ 入学願書 

 

入学願書に必要事項を記入し、受入予定教員に確認印を必ずもらってから提出

してください。願書には、原則として戸籍に記載の氏名（外国人の場合は住民

票又は旅券に記載の氏名。アルファベット表記）を記入してください。３か月

以内に単身撮影した写真を貼付してください。 

５ 受験票・写真票 所定の用紙に写真（３か月以内に単身撮影）を貼付し、必要事項を記入してく

ださい。 

６ 研究希望調書 所定の用紙に必要事項を記入してください。 

７ 前期課程成績証明書 出身（在籍）大学長又は研究科長が発行したもの。但し、本研究科を修了した

者又は修了見込みの者は提出不要です。 

８ 学部成績証明書 出身大学長又は学部長が発行したもの。但し、本学理学部・工学部・基礎工学

部を卒業した者は提出不要です。 

９ 最終出身学校の修了（見込） 

証明書 

出身(在籍)大学長又は研究科長が発行したもの。但し、本研究科を修了した者

又は修了見込みの者は提出不要です。 

10 出願資格（６）に相当する審

査合格確認（証明）書類 

・出願資格（６）で出願の者のみ提出してください。 

・出身大学長等が作成したもので、下記の内容が記載されたもの 

【様式例】□□大学としては、本学の学生である◇◇◇◇氏は、「（審査名称）」

に合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力を有する者であることを確

認し、報告いたします。また、当該審査に関する以下の添付資料を同封します。 

【添付資料の例】 

・当該審査の合格の基準  

・当該審査の合格と当該大学における修士の学位の授与要件の関係を示す資料 

・当該大学で博士の学位を授与するプログラムにおいて、当該審査に合格した

者と当該大学に編入学した他の大学の修士の学位を有する者の取扱いを示す

資料 
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11 TOEICあるいはTOEFLの

成績 

（情報基礎数学専攻の志願者）提出不要です。 

（情報基礎数学専攻以外の志願者） 

「TOEIC 公開テストの公式認定証（Official Score Certificate）の原本」又は

「TOEIC 公開テストのデジタル公式認定証を印刷したもの」を、出願時あるい

は入学試験日に提出してください。「TOEIC 公開テストの公式認定証（Official 

Score Certificate）の原本」の場合、写しは不可です。 

なお、TOEIC の成績の提出が困難な場合には、TOEFL の成績でも提出可能で

す。TOEFL の受験者用控えスコアレポート（Test Taker Score Report 又は

Examinee Score Report）を出願時あるいは入学試験日に提出してください。

TOEFL の受験者用控えスコアレポート（Test Taker Score Report 又は

Examinee Score Report）は、「郵送で受験者の手元に届くスコアレポート」及

び「自身のETS アカウント上でダウンロードできるスコアレポートを印刷した

もの」を認めます。「郵送で受験者の手元に届くスコアレポート」の場合、写

しは不可です。 

出願時に提出した場合でも入学試験日の再提出を認めます。 

TOEIC、TOEFL の成績を入学試験日に提出又は再提出する者は、各試験室に

おいて、試験監督者等の指示により成績原本を提出してください。 

但し、「８．選抜方法（４）但し書き」により、口頭試問中に英語能力を確認

する場合は提出不要です。 

なお、スコアの改ざん等を行った者は、入学後であっても入学を取消したり、

当該課程の学位取得後であっても学位を取消すことがあります。 

12 住民票又は在留カードの写

し 

日本に在住する外国人の志願者は、市区町村長発行の在留資格及び在留期間を

明記した「住民票の写し」又は「在留カードの両面の写し」を提出してくださ

い。日本人は提出不要です。 

＊出願者以外の世帯員は、証明不要です。 

（注）法務大臣が日本での永住を認めた者は、提出する必要はありません。    

13 国費外国人留学生証明書 国費外国人留学生は提出してください。但し、本学に在籍中の者は提出不要で

す。 

14

 

検定料収納証明書 検定料納入システムで検定料（30,000円）の支払後にダウンロードできる書類

をA4サイズで印刷し提出してください。 

・本学大学院博士前期（修士）課程を修了し、引き続き後期課程に入学を志願

する者は提出不要です。 

・国費外国人留学生［日本政府（文部科学省）から奨学金の支給決定通知を受

けた、又は既に支給されている留学生］として出願する場合は、支払いは不要

です。 

・日本国内で大規模災害により被災した志願者に対し、検定料免除の特別措置

を講じます。検定料免除を申請する場合は、検定料を払い込まず、検定料免除

申請書等必要書類を提出してください。 

15 封筒（受験票送付用） 封筒（角形２号（33×24㎝））に志願者の住所・氏名を明記し、１８０円切手

を貼付してください。 

なお、日本国外に在住する外国人の志願者は不要です。 

万が一、出願後に志願者の住所に変更がある場合、令和８年１月１４日（水）

までに大学院係まで連絡があったものについてのみ対応します。 

16 発送票 所定の用紙を提出してください。 

  


